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(百万円未満切捨て)
１．平成29年３月期の連結業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期 10,190 △0.7 1,102 △11.8 1,049 △12.7 784 11.6

28年３月期 10,264 3.2 1,250 14.3 1,202 19.2 702 70.7
(注) 包括利益 29年３月期 600百万円( △3.2％) 28年３月期 620百万円(△38.0％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年３月期 49.39 49.10 7.4 4.6 10.8

28年３月期 44.27 44.21 7.0 5.9 12.2
(参考) 持分法投資損益 29年３月期 18百万円 28年３月期 △13百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期 24,904 10,835 43.3 679.58

28年３月期 20,502 10,338 50.4 650.24
(参考) 自己資本 29年３月期 10,794百万円 28年３月期 10,328百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

29年３月期 1,005 △4,464 4,059 2,994

28年３月期 923 △642 △182 2,393
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年３月期 ― 3.00 ― 5.50 8.50 135 19.2 1.3

29年３月期 ― 3.00 ― 4.50 7.50 119 15.2 1.1

30年３月期(予想) ― 3.00 ― 3.50 6.50 13.8
　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,890 △2.8 470 △13.0 440 △13.8 360 32.5 22.67

通 期 9,800 △3.8 980 △11.1 890 △15.2 750 △4.4 47.22
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示に関する注記
　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期 15,955,010株 28年３月期 15,955,010株

② 期末自己株式数 29年３月期 71,556株 28年３月期 70,750株

③ 期中平均株式数 29年３月期 15,884,006株 28年３月期 15,874,646株
　

　

※ 決算短信は監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料4ページ「１．経営成績等
の概況（4）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済政策等により緩やかな回復基調にあるものの、中国をはじめ

新興国経済の減速懸念や英国のＥＵ離脱問題、米国新政権の政策動向が金融市場に影響し、国内景気の先行きに不

透明感が強まる状況で推移しました。倉庫物流業界においては物流不動産投資が活発化する中、荷動きが依然と鈍

い状況で推移し、荷主の合理化要請等による企業間競争が激化しており、引き続き厳しい事業環境が続いておりま

す。

このような情勢の下、当社グループにおいては高品質の物流サービスの提供による顧客満足度の向上と業務のよ

り一層の効率化を目指してまいりました。大阪市港区の当社大阪港営業所の新倉庫の建替え工事は、平成28年7月に

完了し、稼働を開始いたしました。

当連結会計年度における当社グループの営業収益は、101億9千万円となり、前連結会計年度に比べ7千4百万円

（0.7％）の減収となりました。営業原価は83億6百万円となり、前連結会計年度に比べ1千2百万円（0.2％）減少し

ましたが、販売費及び一般管理費は7億8千1百万円となり、前連結会計年度に比べ8千6百万円（12.4％）増加しまし

た。この結果、営業利益は11億2百万円となり、前連結会計年度に比べ1億4千7百万円（11.8％）の減益となりまし

た。営業外収益の持分法による投資利益が増加しましたが、営業外費用の支払利息が増加しましたので、経常利益

は10億4千9百万円となって、前連結会計年度に比べ1億5千2百万円（12.7％）の減益となりました。

特別損失に大阪港営業所の倉庫建替え等に係る固定資産処分損を1億3千2百万円計上しましたが、特別利益に投

資有価証券売却益を2億3千5百万円計上しましたので、当期純利益は7億8千4百万円となり、前連結会計年度に比べ8

千1百万円（11.6％）の増益となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

①物流事業

当連結会計年度は、関西地区における機械消耗品の配送拠点の新設や新規顧客との取引が開始し、これに加えて

文書保管の取扱が増加しました。しかし、電気製品、食料品等の取扱が低調で、前連結会計年度に比べ保管料収入

が増加したものの、荷役荷捌料収入、運送料収入が減少しました。この結果、外部顧客に対する営業収益は86億1

千8百万円となり、前連結会計年度に比べ7千7百万円（0.9％）の減収となりました。費用面では減価償却費や租税

公課等が増加しましたので、セグメント利益は4億7千9百万円となり、前連結会計年度に比べ1億1千6百万円（19.5

％）の減益となりました。

②不動産事業

一部の物件での賃貸料値下げや賃貸駐車場の解約による減収要因もあり、外部顧客に対する営業収益は12億8千1

百万円となり、前連結会計年度に比べ1千9百万円（1.5％）の減収となりました。しかし費用面で修繕費等が減少し

たことにより、セグメント利益は10億5千2百万円となり、前連結会計年度に比べ1千6百万円（1.6％）の増益となり

ました。

③その他の事業

ゴルフ練習場は入場者数が微増したものの、使用球数が減少し営業収益が2億1千2百万円となり、ほぼ前連結会計

年度並みとなりました。しかし、賃借使用料や動力光熱費等の費用が減少し、前連結会計年度に比べ増益となりま

した。

売電事業は、平成28年5月に新規設備の稼働により営業収益が7千5百万円となり、前連結会計年度に比べ増収増益

となりました。

以上により、その他の事業の営業収益は2億9千万円となり、前連結会計年度に比べ2千2百万円（8.5％）の増収と

なりました。セグメント利益は7千1百万円となり、前連結会計年度に比べ2千1百万円（43.8%）の増益となりまし

た。
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（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ44億2百万円増加し、249億4百万円となりました。こ

れは、流動資産の現金及び預金や固定資産の建物及び構築物等が増加したことなどによります。

（負債）

負債合計は、前連結会計年度末に比べ39億5百万円増加し、140億6千9百万円となりました。これは、固定負債の

長期借入金が増加したことなどによります。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ4億9千6百万円増加し、108億3千5百万円となりました。これは、株主資

本の利益剰余金が増加したことなどによります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前連結会計年度に比べて6億円増加し、29億9千4百万円となり

ました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、10億5百万円の収入超過(前連結会計年度は9億2千3百万円の収入超過)と

なりました。

これは税金等調整前当期純利益11億5千3百万円、減価償却費8億2千4百万円がありましたが、主に投資有価証券売

却益2億3千5百万円、未収消費税の増加額3億2千1百万円、法人税等の支払額5億9千6百万円があったこと等によるも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、44億6千4百万円の支出超過(前連結会計年度は6億4千2百万円の支出超過)

となりました。

これは主に有形固定資産の取得による支出46億8千8百万円、有形固定資産の除却による支出1億7百万円、投資有

価証券の売却による収入3億2千7百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、40億5千9百万円の収入超過(前連結会計年度は1億8千2百万円の支出超過)

となりました。

これは主に長期借入れによる収入59億円に対し、長期借入金の返済による支出14億9千6百万円等によるものであ

ります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成25年3月期 平26年3月期 平27年3月期 平成28年3月期 平成29年3月期

自己資本比率 47.7 45.8 49.0 50.4 43.3

時価ベースの自己資本比率 20.2 18.7 23.2 21.7 18.8

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

8.8 ― 4.8 7.9 11.4

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

5.5 ― 13.0 9.1 8.2

　(注) 自己資本比率： 自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率： 株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率： 有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ： キャッシュ・フロー／利払い

※ 各指標はいずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。
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※ キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

　 営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対

象としております。また、利払いにつきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用して

おります。

※ 平成26年3月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオにつきまし

ては、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、記載しておりません。

（４）今後の見通し

次期の見通しにつきましては、引き続き米国の政策動向や新興国経済の減速リスク等で、為替や株式市場の不安

定な状況が予想され、国内景気の先行きは不透明な状況が続くものと思われます。

このような状況下、当社グループは引き続き営業活動の強化を図り、経営の効率化を推し進めて業績の拡大に努

めてまいる所存であります。

平成30年3月期の通期業績につきましては、現時点では営業収益98億円、経常利益8億9千万円、当期純利益7億5千

万円を予測しております。

（注）業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいており、実際の数値は今後様々な要因により予想数値と異なる

可能性があります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、多様化する物流ニーズに対応するため、安定的な事業基盤の下、健全な財務体質を維持して利益を確保

し、財務基盤や今後の投資計画を勘案しながら、機動的に株主還元に努めてまいりたいと考えております。

株主配当金につきましては、昨年12月に1株につき3円の中間配当を実施しましたが、期末配当金は1株につき4円

50銭とさせていただく予定であります。

次期の配当金につきましては、1株当たり年6円50銭とさせていただく予定であります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っておりません。国内でのＩＦＲＳの採用動向を検討した結

果、当面は日本基準に基づき連結財務諸表を作成する方針です。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,456,289 2,996,728

受取手形及び売掛金 1,101,888 1,119,548

リース投資資産（純額） 2,379,421 2,355,929

有価証券 939,831 -

繰延税金資産 57,258 45,281

未収消費税等 4,056 325,292

未収還付法人税等 - 14,909

その他 56,586 67,025

貸倒引当金 △4,055 △4,306

流動資産合計 5,991,277 6,920,409

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,179,352 9,116,671

機械装置及び運搬具（純額） 538,760 733,593

工具、器具及び備品（純額） 100,575 188,234

土地 4,821,971 4,821,971

リース資産（純額） 37,148 34,598

建設仮勘定 384,414 -

有形固定資産合計 11,062,224 14,895,068

無形固定資産

借地権 295,290 295,290

その他 29,153 32,118

無形固定資産合計 324,443 327,408

投資その他の資産

投資有価証券 2,743,182 2,410,629

繰延税金資産 125,410 130,642

その他 276,932 241,749

貸倒引当金 △21,387 △21,387

投資その他の資産合計 3,124,138 2,761,634

固定資産合計 14,510,805 17,984,111

資産合計 20,502,082 24,904,521
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 393,409 387,062

1年内償還予定の社債 200,000 -

1年内返済予定の長期借入金 1,322,168 1,549,874

未払金 34,954 23,221

リース債務 9,129 11,591

未払法人税等 380,979 40,907

未払消費税等 40,341 35,806

賞与引当金 163,136 163,242

未払費用 217,021 203,552

その他 115,916 148,382

流動負債合計 2,877,056 2,563,640

固定負債

長期借入金 5,730,416 9,905,947

長期預り金 242,862 241,854

リース債務 30,991 32,253

繰延税金負債 313,022 355,452

役員退職慰労引当金 110,358 132,051

厚生年金基金解散損失引当金 71,770 71,770

退職給付に係る負債 753,779 728,129

資産除去債務 33,278 33,706

その他 - 4,480

固定負債合計 7,286,478 11,505,646

負債合計 10,163,535 14,069,287

純資産の部

株主資本

資本金 2,551,755 2,551,755

資本剰余金 2,326,703 2,326,703

利益剰余金 4,491,713 5,141,125

自己株式 △18,960 △19,211

株主資本合計 9,351,211 10,000,372

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,019,696 828,334

退職給付に係る調整累計額 △42,333 △34,696

その他の包括利益累計額合計 977,363 793,638

新株予約権 9,972 41,223

純資産合計 10,338,547 10,835,233

負債純資産合計 20,502,082 24,904,521
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業収益 10,264,663 10,190,242

営業原価 8,318,924 8,306,075

営業総利益 1,945,738 1,884,166

販売費及び一般管理費

給料及び手当 388,254 438,383

その他 306,971 342,952

販売費及び一般管理費合計 695,225 781,336

営業利益 1,250,512 1,102,830

営業外収益

受取利息 515 69

受取配当金 41,704 41,131

持分法による投資利益 - 18,879

社宅使用料 22,628 23,159

保険返戻金 8,105 2,138

その他 30,041 21,266

営業外収益合計 102,995 106,644

営業外費用

支払利息 102,258 128,138

持分法による投資損失 13,427 -

その他 35,778 31,517

営業外費用合計 151,464 159,656

経常利益 1,202,042 1,049,819

特別利益

投資有価証券売却益 - 235,670

新株予約権戻入益 3,180 -

特別利益合計 3,180 235,670

特別損失

ゴルフ会員権評価損 6,650 -

ゴルフ会員権売却損 2,570 -

固定資産処分損 39,545 132,093

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 71,770 -

特別損失合計 120,535 132,093

税金等調整前当期純利益 1,084,687 1,153,396

法人税、住民税及び事業税 441,893 224,847

法人税等調整額 △59,932 144,077

法人税等合計 381,961 368,925

当期純利益 702,726 784,470

非支配株主に帰属する当期純利益 - -

親会社株主に帰属する当期純利益 702,726 784,470
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当期純利益 702,726 784,470

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △57,040 △191,337

退職給付に係る調整額 △25,220 7,637

持分法適用会社に対する持分相当額 24 △25

その他の包括利益合計 △82,237 △183,724

包括利益 620,488 600,745

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 620,488 600,745

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,546,267 2,321,217 3,884,227 △17,815 8,733,897

当期変動額

新株の発行 5,488 5,486 10,974

剰余金の配当 △95,240 △95,240

親会社株主に帰属す

る当期純利益
702,726 702,726

自己株式の取得 △1,145 △1,145

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 5,488 5,486 607,485 △1,145 617,314

当期末残高 2,551,755 2,326,703 4,491,713 △18,960 9,351,211

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,076,713 △17,112 1,059,600 9,384 9,802,882

当期変動額

新株の発行 10,974

剰余金の配当 △95,240

親会社株主に帰属す

る当期純利益
702,726

自己株式の取得 △1,145

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△57,016 △25,220 △82,237 588 △81,649

当期変動額合計 △57,016 △25,220 △82,237 588 535,664

当期末残高 1,019,696 △42,333 977,363 9,972 10,338,547
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当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,551,755 2,326,703 4,491,713 △18,960 9,351,211

当期変動額

新株の発行 -

剰余金の配当 △135,058 △135,058

親会社株主に帰属す

る当期純利益
784,470 784,470

自己株式の取得 △251 △251

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 649,412 △251 649,160

当期末残高 2,551,755 2,326,703 5,141,125 △19,211 10,000,372

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,019,696 △42,333 977,363 9,972 10,338,547

当期変動額

新株の発行 -

剰余金の配当 △135,058

親会社株主に帰属す

る当期純利益
784,470

自己株式の取得 △251

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△191,362 7,637 △183,724 31,251 △152,473

当期変動額合計 △191,362 7,637 △183,724 31,251 496,686

当期末残高 828,334 △34,696 793,638 41,223 10,835,233
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,084,687 1,153,396

減価償却費 604,733 824,829

貸倒引当金の増減額（△は減少） 38 251

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,479 106

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 124,702 △25,649

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8,478 21,693

厚生年金基金解散損失引当金の増減額（△は減
少）

71,770 ―

株式報酬費用 4,896 31,251

受取利息及び受取配当金 △42,219 △41,201

支払利息 102,258 128,138

有形固定資産除却損 39,545 132,093

投資有価証券売却損益（△は益） ― △235,670

ゴルフ会員権売却損益（△は益） 2,570 ―

ゴルフ会員権評価損 6,650 ―

持分法による投資損益（△は益） 13,427 △18,879

新株予約権戻入益 △3,180 ―

売上債権の増減額（△は増加） 33,791 △17,660

リース投資資産の増減額（△は増加） △772,388 23,492

未収消費税等の増減額（△は増加） △4,056 △321,236

仕入債務の増減額（△は減少） △4,046 △6,347

未払消費税等の増減額（△は減少） △186,464 △4,535

その他 11,521 40,545

小計 1,087,237 1,684,617

利息及び配当金の受取額 42,219 41,201

利息の支払額 △101,119 △123,275

法人税等の支払額 △104,499 △596,635

営業活動によるキャッシュ・フロー 923,837 1,005,907

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △501,071 △4,688,182

有形固定資産の売却による収入 13,151 9,237

有形固定資産の除却による支出 △171,925 △107,975

無形固定資産の取得による支出 △454 △1,992

投資有価証券の取得による支出 △2,406 △2,470

投資有価証券の売却による収入 ― 327,013

その他 20,390 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △642,315 △4,464,365

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,400,000 5,900,000

長期借入金の返済による支出 △1,487,988 △1,496,763

社債の償還による支出 ― △200,000

自己株式の増減額（△は増加） △1,145 △251

リース債務の返済による支出 △7,493 △9,129

新株予約権の行使による株式の発行による収入 9,846 ―

配当金の支払額 △95,473 △134,790

財務活動によるキャッシュ・フロー △182,253 4,059,065

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 99,268 600,607

現金及び現金同等物の期首残高 2,294,353 2,393,621

現金及び現金同等物の期末残高 2,393,621 2,994,228
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

1 連結の範囲に関する事項

子会社は、杉村運輸㈱、杉村興産㈱及び杉村物流サービス㈱の3社であり、すべて連結しております。非連結子会

社はありません。

2 持分法の適用に関する事項

持分法適用会社は、関連会社近畿港運㈱の1社であり、非適用会社はありません。

3 連結子会社の事業年度等に関する事項

当社と同一であります。

4 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

(有価証券)

① 満期保有目的の債券…償却原価法(定額法)

② その他有価証券

時価のあるもの……期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し売却原価

は移動平均法により算定)

時価のないもの……移動平均法による原価法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産(リース資産を除く)

定率法を採用しております。ただし、平成10年4月1日以降取得した建物(建物附属設備を除く)並びに平成28年4

月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法によっております。

なお、主な資産である建物及び構築物の耐用年数は15年～31年であります。

② 無形固定資産(リース資産を除く)

定額法を採用しております。なお、償却年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっておりま

す。ただし、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（5年）に基づく定額法によっ

ております。

③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。

(3) 重要な引当金の計上基準

(貸倒引当金)

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個

別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(賞与引当金)

従業員に対して支給する賞与に充てるため、将来の支給見込額のうち当期負担額を計上しております。

(役員退職慰労引当金)

役員に支給する退職慰労金に充てるため、内規に基づく期末要支給額の100％を計上しております。

(厚生年金基金解散損失引当金)

一部の連結子会社は、厚生年金基金解散に伴い発生が見込まれる損失に備えるため、解散時の損失等の当連結会

計年度末における合理的な見積額を計上しております。
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(4) 退職給付に係る会計処理の方法

①退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、給

付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（10年）による定率法により、発生の翌連結会計年度から費用処理することととしております。

③ 小規模企業等における簡便法の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を

退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(5) 重要な収益及び費用の計上基準

ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準

リース料受取時に営業収益と営業原価を計上する方法によっております。

(6) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

金利スワップ取引について、金融商品会計基準に定める特例処理を行っております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象及びヘッジ方針

変動金利の長期借入金の一部について支払利息を固定化するために金利スワップを利用しております。

③ 有効性評価の方法

当該金利スワップの想定元本、利息の受払条件及び契約期間と変動金利の長期借入金の借入条件との比較など、

金利スワップの特例処理の適用要件に照らして、ヘッジ有効性を評価しております。

(7) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から3ヶ月以内に償還期限の到

来する短期投資からなっております。

(8) 消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

(会計方針の変更)

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年6月17日）を第1四半期連結会計期間に適用し、平成28年4月1日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ50,442千円増加して

おります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

1．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

「物流事業」は、倉庫業者の営む貨物保管、荷役荷捌及びこれに付随する業務、貨物自動車運送事業者の営む貨

物自動車運送及びこれに付随する業務、「不動産事業」は、土地、家屋、駐車場等の賃貸業務、「その他の事業」

は、ゴルフ練習場等のサービス業務、売電事業等であります。

2．報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と同一であります。

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構

築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更して

おります。

当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「物流事業」のセグメント利益が49,775千円増加し、

「不動産事業」のセグメント利益が667千円増加しております。

3．報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成27年4月1日 至 平成28年3月31日)

(単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)

連結財務諸表
計上額物流事業 不動産事業

その他の
事業

計

営 業 収 益

外部顧客に対する営業
収益

8,696,118 1,300,883 267,660 10,264,663 ― 10,264,663

セグメント間の内部営
業収益又は振替高

30,240 170,203 43,200 243,643 △243,643 ―

計 8,726,358 1,471,087 310,860 10,508,307 △243,643 10,264,663

セグメント利益 595,806 1,035,465 49,916 1,681,188 △430,676 1,250,512

セグメント資産 13,986,139 5,792,235 726,429 20,504,804 △2,721 20,502,082

その他の項目

減価償却費 389,917 130,534 84,281 604,733 ― 604,733

持分法適用会社への
投資額

66,491 ― ― 66,491 ― 66,491

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

807,714 71,156 4,500 883,371 ― 883,371

（注）１.セグメント利益の調整額 △430,676千円は各報告セグメントに配分されていない全社費用であります。全社

費用は親会社の本社管理部門に係る費用であります。

２.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 平成28年4月1日 至 平成29年3月31日)

3．報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

(単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)

連結財務諸表
計上額物流事業 不動産事業

その他の
事業

計

営 業 収 益

外部顧客に対する営業
収益

8,618,470 1,281,486 290,285 10,190,242 ― 10,190,242

セグメント間の内部営
業収益又は振替高

30,240 150,139 43,200 223,579 △223,579 ―

計 8,648,710 1,431,626 333,485 10,413,821 △223,579 10,190,242

セグメント利益 479,330 1,052,424 71,786 1,603,541 △500,710 1,102,830

セグメント資産 18,104,207 5,934,764 868,270 24,907,242 △2,721 24,904,521

その他の項目

減価償却費 611,431 123,291 90,106 824,829 ― 824,829

持分法適用会社への
投資額

85,345 ― ― 85,345 ― 85,345

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

4,884,622 17,543 177,850 5,080,015 ― 5,080,015

（注）１.セグメント利益の調整額△500,710千円は各報告セグメントに配分されていない全社費用であります。全社

費用は親会社の本社管理部門に係る費用であります。

２.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

　

項目
前連結会計年度

(自 平成27年4月 1日
至 平成28年3月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年4月 1日
至 平成29年3月31日)

1株当たり純資産額 650.24円 679.58円

1株当たり当期純利益 44.27円 49.39円

潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
44.21円 49.10円

(注) 算定上の基礎

1．1株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

項目
前連結会計年度

(自 平成27年4月 1日
至 平成28年3月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年4月 1日
至 平成29年3月31日)

(1) 1株当たり当期純利益金額

　(算定上の基礎)

　 親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 702,726 784,470

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

702,726 784,470

　 普通株式の期中平均株式数(株) 15,874,646 15,884,006

(2) 潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額

(算定上の基礎)

　 親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円) ― ―

　 普通株式増加数(株) 20,490 92,951

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後1株当たり
当期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連
結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注) 前連結会計年度の潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存

在しないため、記載しておりません。

2. 1株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度末
(平成28年3月31日)

当連結会計年度末
(平成29年3月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 10,338,547 10,835,233

普通株式に係る純資産額(千円) 10,328,575 10,794,010

差額の主な内訳(千円)

　新株予約権 9,972 41,223

普通株式の発行済株式数(株) 15,955,010 15,955,010

普通株式の自己株式数(株) 70,750 71,556

1株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

15,884,260 15,883,454

　

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。
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４．その他

役員の異動

役員の異動につきましては、本日、別途開示しております「役員の異動に関するお知らせ」をご参照ください。
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